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オフショア開発とは，ソフトウェア

開発を海外の企業に委託することで

す。日本の場合，IT バブル崩壊以降，

2000年代に入って，急速に海外，特に

中国への外部委託を進めてきました。

しかし，オフショア開発を行なって

いる企業においては，仕様や品質に関

するトラブルが少なくありません。主

な課題として次の 2点が挙げられます。

（１）日本側で作成した仕様書にあい

まいさがあり，外国の技術者が理

解しにくい。

（２）外国側で作成した日本語で書か

れた納品文書に不備があり，日本

側での修正が必要になる。

東芝ソリューション（株）は，以上

の二つの問題に対して，自然言語処理

を用いた文書チェック技術（1）を基に，

外国技術者にとって，誤解を招きやす

い表現を自動的に発見する仕様書

チェックシステムを開発しました。こ

のシステムは，中国でのオフショア開

発における技術文書（仕様書，設計書

など）をチェック対象として，誤解を招

きやすい表現，理解しにくい表現，不

適切な表現を自動的に抽出し，アラー

ムやコメントの形で知らせるシステム

です（図１）。

中国でのオフショア開発では，中国

と日本の文化的差異（いわゆる異文化）

によるリスクが多く存在しています。

このシステムは，異文化の視点から，

両国の技術者にとってまちがえやすい

表現や理解しにくい表現に着目し，

チェックしています。例えば，次のよ

うな表現をチェックできます（表１）。

日本語も中国語も漢字を多用します

が，同じ表現でも意味が違うものがあ

ります。例えば“5以下”という表現は，

日本では“5と 5より小さい数”を意味

い表現として，「参照基準があいまいで

す。具体的にどこを参照するのか明記

して下さい」（コメント［s22］）のア

ラームを出します。ユーザーはこのよ

うな提示結果を参照しながら，文書を

リアルタイムで修正できます。

また，サーバでチェック用の辞書を

管理することによって，辞書の更新が

簡単になるとともに，同じチームのメ

ンバーが辞書やチェック項目を共有で

きるようになります。

仕様書チェックシステムは，文書作

成者及び添削者の補助ツールとして，

機械的にチェックできる問題をあらか

じめ発見することで，添削にかかる負

荷を減らす効果があります。

ただし，コンピュータでは，自然言

語記述をすべて正確に理解するのは難

しく，すべての不適切な表現を発見す

るのは困難です。この問題を解決する

ために，今後，利用者のフィードバッ

ク情報を受けて辞書を構築する仕組み

や，より高度な自然言語解析技術を用

いた文書チェック技術の開発を行って

いきます。

また，現在は，日本側が作成した文

書に対してのチェックが中心ですが，

今後は，中国側の納品文書をチェック

するための問題分析と技術開発を行っ

ていきます。
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しますが，中国語では“5”そのものは含

まれないと解釈される場合があります。

“空色”という用語も，中国人には“青色”

ではなく“無色”と解釈されます。

また，日本語（特に技術文書）では，

かたかなの外来語が多用されます。こ

のかたかな外来語は，元の言語と発音

が異なるため，外国人にとっては理解

しにくいものとなっています。特に，

長い連続したかたかな（例えば，ファ

ンクションボタンエリア）や，かたか

なの略語（例えば，アプリ）のような用

語は，辞書を調べても意味がわかりま

せん。

日本語は，相手の気持ちを考える言

語であり，優しい，えん曲な表現を好

む言語となっています。その反面，相

手の理解に任せ，あいまいなことが多

いので，日本人の習慣を熟知していな

い外国人にとって，言いたいことを十

分に理解できない場合も多くありま

す。例えば，“必要に応じて”のような

あいまいな表現を用いると，どのとき

に必要になるのかが明確に書かれてい

ないため，双方の理解が異なり，日本

側で想定したものと異なる成果物が納

品される場合もあります。

日本と中国は，それぞれ異なる社会

制度，法律体制，及び文化的背景を

持っています。また，歴史的，政治的，

心情的なトラブルが残っています。こ

のため，双方のコミュニケーション，特

にやり取りする文書には細心の注意を

払わないと，コンプライアンスの問題

や心理的なあつれきを生み，大きなト

ラブルを引き起こす可能性があります。

上記の三つの問題に代表されるよう

な，日本側と中国側で誤解を招きやす

い表現，理解しにくい表現，不適切な表

現などを抽出し，ユーザーにアラーム

と修正コメントを出すことによって，リ

スクの低減を図ることができます。

システムは Wordと Excel文書を

チェック対象とし，クライアント，

チェックサーバ，及びチェック辞書

データベースの三つの部分によって構

成されます。

ユーザー（仕様書の場合，日本側の

発注者を想定）は，このシステムを活

用することによって，わかりやすい仕

様書の作成ができます。システムの利

用イメージは次のとおりです（図１）。

（１）ユーザー（仕様書の作成者や校

閲者）は，作成された仕様書を仕様

書チェックシステムに入力します。

（２）仕様書チェックシステムは自動

的にチェックを行い，チェック結

果の仕様書をユーザーに出力し

ます。

（３）ユーザーが，チェックコメントを

参照しながら仕様書を修正します。

（４）ユーザーは問題となる表記がな

くなるまで（1）から（3）を繰り返

し，完成した仕様書を中国側に送

付します。

図 1ではシステムのチェック結果を

示しています。例えば，「必要な場合」

という表現は誤解を招きやすいあいま
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表１．チェック項目の一覧

仕様書チェックシステム 

チェックサーバ クライアント 

チェック辞書・ルール 

②出力 

④仕様書を送付 

中国側技術者 修正された仕様書 

③コメントを元に修正 

日本側 
発注者 

仕様書 

①入力 

 

チェックコメント付き仕様書 

図１．仕様書チェックシステムの利用イメージ－入力された仕様書にあ
る不適切な表現を自動的に抽出し、コメントを付加する形でチェック結果
を出力します。

異文化という背景に着目した
文書チェックの内容

チェック項目分　類 例

中国人にとって
理解の難しい
日本語

あいまいな日本語

異文化から生じる
リスク表現

意味を取り違えやすい
表現（同形異義） 青色，空色，以上，以下

（80文字以上）

二重否定 ：～ないわけではない
否定＋疑問文 ：～ではないでしょうか

連続かたかな ：ファンクションボタンエリア
かたかなの略語：アプリ

これ，それ，あれ，どれ，前述の，後述の，こんな，
そんな，など，ある（日，人，物），その場合，その際
に，これまで，上記，前のバージョン

～ようである，～らしい，～みたいな感じで，同様

多分，たいてい，おおよそ，ほとんど，あまり，非常
に大きな，あたり，そのままにする，お勧めします

最新に，必要な場合，必要に応じて，本来の，必要以上
の，別ファイル，別紙参照

意味のあいまい表現：いいです，けっこうです
内容がわからない

ほうがいい，～したらどう，いいじゃない，しなくて
もよい，かもしれない

例略

例略

日本国内に特有な用語：JR，Suica
元号：平成○○年，昭和△△年

わかりにくい否定

外来語（かたかな）

指示対象のあいまい

比喩（ひゆ）のあいまい

程度，範囲，量的な
あいまい

参照基準のあいまい

意味的なあいまい

ニュアンスのあいまい
（えん曲表現）

差別用語

日中関係の敏感表現

日本に特有な表現

長文

システムの構成と利用イメージ

今後の展望

●あいまいな日本語表現

●日本語の言語的な特徴により中国人
技術者にとって理解しにくい表現

●異文化から生じる誤解を招く表現


